
＝
主
な
記
事
＝

小
さ
な
村
ｇ
７
＋
１
サ
ミ
ッ
ト
…
…
…
2
面

転
作
現
地
確
認
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
面

海
外
渡
航
用
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
に
つ
い
て
…
4
面

新
庄
村
地
域
公
共
交
通
会
議
…
…
…
…
５
面

お
知
ら
せ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
面

お
元
気
で
す
か
？
…
…
…
…
…
…
…
…
７
面

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
…
…
…
９
面

一
般
社
団
法
人
む
ら
づ
く
り
新
庄
村
…
10
面

社
協
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
11
面

学
校
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12
面

立
ち
上
が
ろ
う
　み
ん
な
主
役
の
む
ら
お
こ
し
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７
月
９
日
（
金
）、
東
京
都
大
田
区

の
羽
田
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
を
会

場
に
、
人
口
が
少
な
い
全
国
７
村
で
構

成
す
る
「
小
さ
な
村
ｇ
７
」
と
東
京
都

広 報 新 庄第474号 令和３年８月20日発行（2）

小
さ
な
村
ｇ
７
＋
１

　
　
　
　
　
　
サ
ミ
ッ
ト

　
村
に
ふ
さ
わ
し
い
今
後
の
新
庄
村
公

民
館
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
た
め
、

第
３
回
目
の
検
討
委
員
会
を
７
月
28
日

（
水
）、
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
他
の
施
設
の
代
替
利
用
の
可
能
性
を

検
討
す
る
た
め
、
最
初
に
小
学
校
管
理

棟
内
の
移
動
後
の
元
職
員
室
や
他
の
教

室
等
の
様
子
を
委
員
の
皆
さ
ん
に
見
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
老
朽
化
や
利
用
目

的
に
よ
る
改
修
は
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

部
屋
ご
と
の
広
さ
も
十
分
に
あ
り
、
活

用
が
可
能
な
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
次
は
村
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
佐
川
旭

氏
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
講
義
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
全
国
各
地
に
あ
る
13
の

図
書
館
が
紹
介
さ
れ
、
建
物
や
空
間
デ

ザ
イ
ン
、
古
民
家
活
用
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
佐
川
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
は
、

「
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
つ
く
る
こ
と
、

本
を
置
く
だ
け
で
な
く
情
報
の
発
信
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
」
な
ど
の
ア
ド
バ

イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
前
回
の
会
で
提
案
さ
れ
た
、

村
民
や
利
用
者
の
方
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
実
施
に
向
け
、
設
問
の
内
容
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
次
回
は
８
月
24
日
（
火
）
に
県
内
の

施
設
を
視
察
し
、
取
り
組
み
や
運
営
の

状
況
、
課
題
な
ど
に
つ
い
て
研
修
を
行

う
予
定
で
す
。（

教
育
委
員
会
　
高
岡
）

大
田
区
が
「
小
さ
な
村
ｇ
７
＋
１
が
考

え
る
こ
れ
か
ら
の
地
方
創
生
」
と
題
し

特
別
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
新
庄
村
か
ら
は
小
倉
村
長
が
出
席
し

小
さ
な
村
と
大
き
な
都
市
が
お
互
い
を

尊
重
し
、
地
域
課
題
を
語
り
、
足
り
な

い
も
の
を
補
い
合
う
た
め
に
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
小

倉
村
長
は
「
ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
こ

こ
に
あ
り
と
「
七
人
の
侍
」
の

よ
う
な
、
大
都
市
に
森
林
保
全

へ
の
協
力
を
求
め
る
な
ど
、
具

体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
要
望
と
し

て
国
に
ぶ
つ
け
た
い
」
と
語
り

ま
し
た
。

　「
小
さ
な
村
ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
」

と
は
「
一
番
小
さ
な
村
」
を
逆

手
に
、
全
国
７
つ
の
小
さ
な
村

が
連
携
し
、
情
報
発
信
し
て
い

く
取
組
み
で
す
。
今
後
も
本
サ

ミ
ッ
ト
を
通
じ
、
小
さ
な
村
の

持
つ
可
能
性
を
全
国
に
向
け
て

広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

（
総
務
企
画
課
　
前
田
）

新
庄
村
公
民
館
あ
り
方
検
討
委
員
会

開
催
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７
月
16
日
（
金
）、
農
業
委
員
及
び

転
作
確
認
委
員
の
ご
協
力
に
よ
り
、

村
内
全
域
の
転
作
農
地
の
確
認
を
行

い
ま
し
た
。
殆
ど
の
農
家
の
方
が
立

て
札
の
内
容
通
り
転
作
作
物
を
生
産

栽
培
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
が
確

認
で
き
ま
し
た
。
ご
理
解
、
ご
協
力

を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
主
な
転
作
作
物
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　
飼
料
作
物　
約　
30 

ha

　
野
菜　
　
　
約　
14.7 

ha

　
大
豆　
　
　
約　
2.2 

ha

　
加
工
米　
　
約　
10.8 

ha

　
花
き　
　
　
約　
0.8 

ha

　
そ
ば　
　
　
約　
1.75 

ha

　
農
地
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ど
ん

な
質
問
で
も
結
構
で
す
の
で
、
お
近

く
の
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
員
ま
た
は
役
場
産
業
建
設
課

（
農
業
委
員
会
・
農
業
再
生
協
議
会

事
務
局
）
ま
で
お
気
軽
に
お
尋
ね
下

さ
い
。（

農
業
再
生
協
議
会
事
務
局　
竹
本
）

　
７
月
28
日
（
水
）
創
成
セ
ン
タ
ー

３
階
会
議
室
に
て
、
令
和
３
年
度
新

庄
村
肉
畜
共
励
組
合
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算

報
告
及
び
令
和
３
年
度
の
事
業
計
画

と
収
支
予
算
、
８
月
27
日
開
催
予
定

の
第
103
回
新
庄
村
畜
産
共
進
会
に
つ

い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
感
染
者
が
増
加
傾
向

に
あ
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
自
粛
生

活
の
反
動
等
に
よ
り
牛
肉
の
需
要
は

右
肩
上
が
り
の
傾
向
が
続
い
て
お
り
、

肉
用
牛
の
販
売
価
格
も
高
値
で
推
移

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
新
庄
村
に
お
い
て
も
近
年
減
少
傾

向
だ
っ
た
飼
育
頭
数
も
優
良
牛
の
導

入
・
保
留
が
進
み
増
加
傾
向
に
あ
り
、

各
種
事
業
を
活
用
し
た
基
盤
強
化
と

経
営
の
安
定
化
、
後
継
者
の
育
成
が

進
ん
で
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
予
定
し
て
い
る
主
な
畜
産

関
係
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
８
月
27
日
（
金
）

　
　
第
103
回
新
庄
村
畜
産
共
進
会

　
９
月
下
旬
〜
10
月
上
旬

　
　
真
庭
地
域
畜
産
共
進
会

　
11
月
６
日
〜
７
日

　
　
岡
山
県
畜
産
共
進
会

　
　
　
　
（
産
業
建
設
課　
竹
本
）

　
７
月
８
日
（
木
）
獣
害
対
策
や
狩

猟
活
動
に
よ
り
捕
獲
、
駆
除
さ
れ
た

野
生
動
物
の
供
養
祭
を
小
倉
村
長
及

び
新
庄
村
猟
友
会
が
参
列
さ
れ
、
西

方
寺
の
住
職
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
供
養
祭
は
、
生
活
や
農
作
物

に
害
を
及
ぼ
す
た
め
に
駆
除
さ
れ
た

イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
、
シ
カ
な
ど
の
鳥

獣
を
供
養
し
よ
う
と
新
庄
村
猟
友
会

が
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
鳥
獣
被
害
は
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
日
頃
か
ら
防
護
対
策
を
し
っ
か

り
行
い
、
農
作
物
等
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

（
産
業
建
設
課　
柴
田
）

駆
除
害
獣
の
供
養
祭

転
作
現
地
確
認

新
庄
村
肉
畜
共
励
組
合
総
会



広 報 新 庄第474号 令和３年８月20日発行（4）

　
海
外
渡
航
予
定
が
あ
る
方
を
対

象
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
（
ワ

ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
）
の
交
付
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の

接
種
証
明
書
は
国
際
的
な
往
来
の

際
に
、
諸
外
国
へ
の
入
国
時
の
防

疫
措
置
の
緩
和
な
ど
の
た
め
、
諸

外
国
よ
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
証
明

を
求
め
ら
れ
た
際
に
利
用
す
る
も

の
で
す
。
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
住
民
福
祉
課
（
５
６‐

２
６

４
６
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
国
内
で
証
明
が
必
要
な
方
は
、

接
種
終
了
時
に
お
返
し
し
て
い
る

接
種
券
に
添
付
さ
れ
て
い
る
「
予

防
接
種
済
証
」
を
お
使
い
く
だ
さ

い
。

（
住
民
福
祉
課
　
有
吉
）

　
７
月
16
日
（
金
）、
令
和
３
年
度

公
民
館
長
杯
親
睦
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
を
ふ
れ
あ
い
公
園
で
開
催

し
ま
し
た
。
９
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら

参
加
さ
れ
た
26
人
の
選
手
が
、

「
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
！
」
な
ど
の

声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、
爽
や
か

な
汗
を
流
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
ホ
ー
ル
、
２
ラ
ウ
ン
ド
の
総

打
数
で
競
い
ま
し
た
。
優
勝
に
は
、

牧
野
好
正
さ
ん
▽
準
優
勝
に
は
、

島
田
哲
男
さ
ん
▽
３
位
に
は
稲
田

廣
衛
さ
ん
が
輝
き
、
石
倉
公
民
館

長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　
選
手
の
皆
さ
ん
は
汗
が
に
じ
む

よ
う
な
暑
さ
に
も
負
け
ず
、
快
音

を
響
か
せ
、
８
人
の
方
が
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
を
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
度
も
是
非
ふ
る
っ
て
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
　
執
行
）

　
７
月
29
日
（
木
）、
夏
休
み
体
験

活
動
の
第
一
弾
と
し
て
、
小
中
学

生
が
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

　
講
師
は
、
真
庭
ア
マ
チ
ュ
ア
無

線
ク
ラ
ブ
の
方
々
で
す
。
炎
天
下

の
中
、
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
ア
ン
テ

ナ
が
上
が
り
、
午
後
か
ら
講
義
を

受
け
た
後
、
い
よ
い
よ
交
信
。
中

学
生
は
、
講
師
の
方
か
ら
通
信
の

模
擬
体
験
を
し
て
本
番
に
臨
み
ま

し
た
が
、
当
日
の
電
波
状
況
が
非

常
に
悪
く
遠
く
の
方
と
交
信
を
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
簡
単
に
交
信
が
で
き
る

極
超
短
波
に
切
り
替
え
て
交
信
を

行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
中
学
生
か
ら
は
、

「
も
っ
と
知
り
た
く
な
っ
た
」

「
楽
し
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

（
教
育
委
員
会
　
高
岡
）

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
を

　　　　　　　　　　体験
し
ま
し
た

海
外
渡
航
用
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
証
明
書
に
つ
い
て

【
公
民
館
長
杯
親
睦

　　　　グラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
】
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６
月
25
日
、
令
和
３
年
度
地
域
公

共
交
通
会
議
を
書
面
開
催
し
、
公
共

交
通
空
白
地
有
償
運
送
に
つ
い
て
の

協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
公
共
交
通
空
白
地
有
償
運
送
と
は
、

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
公
共
交
通

機
関
に
よ
る
移
動
手
段
が
確
保
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、

非
営
利
団
体
が
営
利
と
認
め
ら
れ
な

い
範
囲
の
対
価
で
、
自
家
用
自
動
車

を
使
用
し
て
有
償
運
送
を
行
う
も
の

で
す
。

　
新
庄
村
で
は
、
真
庭
市
か
ら
乗
り

入
れ
の
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ま

に
わ
く
ん
の
登
録
内
容
に
変
更
が
あ

る
場
合
や
、
更
新
登
録
の
年
に
会
議

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
委
員
数
　
11
名
）

【
第
１
号
議
案
】

輸
送
す
る
旅
客
の
範
囲
の
変
更
に

つ
い
て『

真
庭
市
民
・
真
庭
郡
新
庄

村
民
及
び
そ
の
親
族
並
び
に

真
庭
市
・
真
庭
郡
新
庄
村
に

日
常
の
用
務
を
有
す
る
者
』

か
ら

『
真
庭
市
民
・
真
庭
郡
新
庄

村
民
及
び
そ
の
親
族
並
び
に

真
庭
市
・
真
庭
郡
新
庄
村
に

日
常
の
用
務
を
有
す
る
者
又

は
観
光
旅
客
そ
の
他
の
当
該

地
域
を
来
訪
す
る
者
』
に
変

更
す
る

・
承
認
す
る
　
　…

11

・
承
認
し
な
い
　…
０

【
第
２
号
議
案
】

　
更
新
登
録
申
請
に
つ
い
て

令
和
３
年
11
月
30
日
の
登
録

期
限
満
了
に
伴
う
更
新

・
承
認
す
る
　
　…

11

・
承
認
し
な
い
　…

０

　
審
議
結
果
に
つ
い
て
は
、
新
庄
村

新
庄
村
地
域
公
共
交
通
会
議

地
域
公
共
交
通
会
議
規
定
第
６
条

（
会
議
の
公
開
）
に
基
づ
き
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
意
見
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
交
通

係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
総
務
企
画
課
　
岩
佐
）

　
７
月
27
日
（
火
）
真
庭
市
役
所
本

庁
舎
で
海
の
市
・
山
の
市
真
庭
実
行

委
員
会
２
０
２
１
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
昨

年
度
の
海
の
市
・
山
の
市
は
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
感
染
症

対
策
を
徹
底
し
た
上
で
開
催
す
る
こ

と
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
、

　
開
催
日
・
開
催
場
所
を
分
散
し
て

開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
開
催
日
は
９
月
25
日(

土)

・
９
月

26
日(

日)

で
、
真
庭
市
蒜
山
地
域
４

ヶ
所
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
そ
の
他
詳
し
い
開
催
内
容
や
出
店

者
の
募
集
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日

告
知
さ
れ
る
予
定
で
す

(

産
業
建
設
課
　
小
畑
）

○
募
集
種
目

　
一
般
曹
候
補
生
・
航
空
学
生
・
自

衛
官
候
補
生

○
内
容
・
受
付
期
間
等

　
各
種
目
で
異
な
り
ま
す
。
自
衛
隊

岡
山
地
方
協
力
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
左
記
Ｑ
Ｒ
を
ご

利
用
下
さ
い
）

　
ま
た
は
、
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力

本
部 

津
山
出
張
所(

℡
０
８
６
８―

２
２―

５
６
３
７)

ま
で

海
の
市
・
山
の
市
真
庭

　
　
　
実
行
委
員
会
２
０
２
１

陸
・
海
・
空
自
衛
官
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
防
衛
省
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７
月
の
納
税

村
県
民
税
　
　
（
２
期
）

国
保
税
　
　
　
（
３
期
）

納
期
限
　
８
月
31
日
（
火
）

年
　金
　相
　談

お

ら
知

せ

《
戸
籍
の
動
き
》

令
和
３
年
７
月
受
付
分

婚
姻
届
　末
永
く
お
幸
せ
に

＊
令
和
３
年
７
月
27
日

　
磯
田
　
光
一

　
赤
松
　
恵
利
香

死
亡
届
　お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
令
和
３
年
７
月
19
日

　
園
山
　
恵
美
子
（
92
歳
）

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望
に

つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
住
民
福
祉
課
　
高
橋
）

　
９
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

日
　時

　
９
月
９
日(

木)

　
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
〜
16
時

場
　所

　
真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

予
約
先

　
津
山
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　
0
8
6
8
‐
3
1
‐
2
3
6
0

＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま
し
た

　
ら
①
番
を
押
し
、
次
に
②
番
を
押

　
し
て
下
さ
い
。

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、
前

　
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い
し

　
ま
す
。

※

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、
本

　
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保
険

　
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

　
必
要
で
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

　
の
状
況
に
よ
り
、
中
止
す
る
こ
と

　
も
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
の
程
よ
ろ

　
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課
　
髙
橋
）



広 報 新 庄 第474号令和３年８月20日発行（7）

区 分
村　内

６月期
件 数
死 者

軽 傷
重 傷

0
0
0

0件
0人
0人

4
0
1

20件
0人

0 0人 3 18人
7人

本年の累計 ６月期 本年の累計
真庭市内

事

故

６月期の交通事故発生状況

（総務企画課　岩佐）

　
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
皆
様
お

元
気
で
す
か
？

　
７
月
に
中
町
サ
ロ
ン
で
、
栄
養
講

話
に
伺
い
ま
し
た
。
他
に
も
、
夏
の

郷
土
料
理
教
室
を
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

《
サ
ロ
ン
〜
栄
養
講
話
〜
》

　
７
月
７
日
に
サ
ロ
ン
で
金
盛
先
生

を
お
招
き
し
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
は
口

の
虚
弱
（
わ
ず
か
な
口
の
機
能
の
衰

え
）
と
い
う
意
味
で
す
。

・
発
音
が
は
っ
き
り
し
な
い
。

・
食
べ
こ
ぼ
し
が
増
え
た
。

・
わ
ず
か
な
む
せ
「
む
せ
る
」
こ
　

と
が
増
え
た
。

・
噛
み
づ
ら
く
な
っ
た
。

〝
こ
ん
な
お
口
の
変
化
が
あ
っ
た
ら

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
？
〞

　お
口
の
機
能
の
低
下
↓
噛
め
な
い

↓
や
わ
ら
か
い
も
の
を
食
べ
る
↓
食

欲
の
低
下
・
低
栄
養
と
い
っ
た
よ
う

に
お
口
の
周
り
の
「
わ
ず
か
な
衰
え
」

を
放
置
し
て
い
る
と
悪
循
環
に
陥
り
、

や
が
て
食
欲
低
下
や
低
栄
養
に
な
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
お
口
の
機
能
の

低
下
に
早
め
に
気
付
き
適
切
な
対
応

を
と
る
こ
と
で
よ
り
健
康
に
近
づ
き

ま
す
。
お
口
の
変
化
を
感
じ
た
ら
か

か
り
つ
け
の
歯
医
者
さ
ん
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

《
夏
の
郷
土
料
理
教
室
》

・
た
き
み
ず
な
の
油
炒
め・酢
の
物

・
新
庄
お
こ
わ

・
七
夕
そ
う
め
ん
汁

・
簡
単
茶
碗
蒸
し

・
抹
茶
ミ
ル
ク
か
ん

等
を
作
り
ま
し
た
。
た
き
み
ず
な
の

お
元
気
で
す
か
？

（
新
庄
村
俳
句
教
室
よ
り
）金

盛

　啓
子

三
鴨

　浩
子

田
中

　艸
林

今
月
の
俳
句

サ
イ
ド
ミ
ラ
ー
し
っ
か
り
つ
か
ま
れ
雨
蛙

軒
先
で
老
婆
汗
拭
く
夏
の
夕

梅
雨
明
け
や
郷
土
料
理
に
滝
水
菜

　
　
　
　
　
　
　
　（
ご
一
緒
に
俳
句
を
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
）

下
処
理
の
や
り
方
、
新
庄
お
こ
わ
も

夏
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
夏
の
郷
土

料
理
教
室
を
無
事
、
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
秋
に
は
ま
た
、
秋
の
郷
土

料
理
教
室
を
開
催
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
、
興
味
が
あ
る
方
は
是

非
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ど
う

ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課
　
山
口
）
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対
　象
　
令
和
３
年
10
月
１
日
現

在
で
同
一
事
業
所
に
15
年
以
上
又

は
25
年
以
上
勤
務
し
，
他
の
模
範

と
な
る
人

推
薦
者
　
岡
山
県
北
地
域
の
中
小

企
業
事
業
者

負
担
金
　
被
推
薦
者
１
名
に
つ
き

４
千
円

締
め
切
り
　
10
月
22
日(

金
）

■
表
彰
式
・
記
念
講
演

と
き
　
11
月
26
日
（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ
　
津
山
鶴
山
ホ
テ
ル

問
い
合
わ
せ
先
　
津
山
広
域
事
務

組
合
（
津
山
市
山
下
９
２‐

１
）

℡
（
０
８
６
８
）
２
４-

３
６
３
３

～
ご
推
薦
く
だ
さ
い
～

　優
良
従
業
員
表
彰
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今
月
の
咲
蔵
家（
さ
く
ら
や
）

　
７
月
31
日(
土)
に
当
法
人
役
員
及
び

保
護
者
が
先
生
と
な
り
「
も
の
づ
く
り

と
川
体
験
」
を
テ
ー
マ
に
自
然
体
験
学

習
を
実
施
し
ま
し
た
。こ
の
事
業
は「
新

庄
っ
子
人
材
育
成
事
業
」が
「
総
合
的

人
材
育
成
事
業
」
に
発
展
・
拡
大
さ
れ

た
こ
と
に
伴
う
も
の
で
す
。

　
今
回
は
小
学
１
〜
６
年
生
の
14
名
か

ら
の
申
込
が
あ
り
、
刃
物
を
使
っ
た
も

の
づ
く
り
、
ミ
ミ
ズ
を
餌
に
し
た
釣
り

等
の
体
験
か
ら
子
ど
も
達
は
村
の
環
境

の
豊
か
さ
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
総
合
的
人
材
育
成
事
業
は
、

「
小
学
３
〜
６
年
生
向
け
の
デ
ザ
イ
ン

思
考
の
塾
（
キ
ュ
リ
オ
ス
ク
ー
ル
）」

の
継
続
実
施
に
加
え
、「
自
然
体
験
学

習
」・「
大
人
向
け
の
講
演
会
」
を
加
え

た
３
種
の
内
容
で
行
い
ま
す
。
キ
ュ
リ

オ
ス
ク
ー
ル
の
お
申
込
は
上
記
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
、
ま
た
は
56－

７
５
５
０
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

今
月
の
木
挽
家
（
こ
び
き
や
）

　
木
挽
家
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
よ
り
１

年
が
経
ち
、
７
月
に
村
内
向
け
の
小
さ

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
多
く

の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
引

き
続
き
様
々
な
企
画
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　
ま
た
、
株
式
会
社
メ
ル
ヘ
ン
・
プ
ラ

ザ
と
の
連
携
に
よ
り
、
本
年
度
よ
り
開

始
し
た「
新
庄
カ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。

道
の
駅
の
食
堂
で
提
供
す
る
季
節
の
カ

レ
ー
を
通
し
て
、
観
光
客
に
村
の
素
材

を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
企
画
製

造
し
て
い
ま
す
。
食
材
を
提
供
し
て
頂

い
て
い
る
生
産
者
の
方
や
加
工
に
関
わ

る
ス
タ
ッ
フ
の
お
か
げ
で
、
た
く
さ
ん

の
方
に
カ
レ
ー
を
召
し
上
が
っ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
月
のＦＳＳ（
フ
ァ
ブ
ス
ペ
ー
ス
シ
ン
ジ
ョ
ウ
）

　Fab Space Shinjo

は
、
村
が
導

入
し
た
木
工
用
Ｃ
Ｎ
Ｃ
ル
ー
タ
ー

「ShopBot

」
を
活
用
す
る
た
め
、

三
栄
木
工
の
作
業
場
の
一
部
を
借
用
し

て
村
民
開
放
型
の
工
房
と
し
て
運
営
し

て
い
ま
す
。
現
在
は
主
に
看
板
の
製
作

を
行
い
な
が
ら
、
建
築
用
の
化
粧
型
枠

な
ど
特
殊
な
案
件
も
受
け
て
い
ま
す
。

今
後
は
研
修
の
実
施
も
含
め
、
も
の

づ
く
り
へ
関
心
の
あ
る
方
の
利
用
を

募
っ
て
い
き
ま
す
。

今
月
の
須
貝
邸（
す
がい
てい
）

　
土
用
の
丑
の
日
、
今
年
も
沢
山
の
方

に
ご
注
文
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
う
な
ぎ
と
ロ
ー
ス
ト

ビ
ー
フ
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
は
毎
年
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。
来
年
ま
で
楽
し
み

に
お
待
ち
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
夏
は
新
し
く
須
貝
邸

ま
る
ま
る
一
棟
貸
し
の
宿
泊
プ
ラ
ン
を

提
供
中
。

　
一
組
限
定
の
空
間
の
中
、
お
客
さ
ま

だ
け
の
た
め
に
料
理
担
当
の
三
鴨
が
腕

を
ふ
る
い
ま
す
。
コ
ー
ス
料
理
に
加
え

て
目
の
前
で
鮨
を
握
っ
て
提
供
す
る
と

い
う
特
別
な
宿
泊
プ
ラ
ン
で
す
。
村
の

交
流
人
口
の
増
加
に
貢
献
で
き
る
よ
う

に
工
夫
を
凝
ら
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
今
後

も
提
供
し
ま
す
。

む
ら
づ
く
り
新
庄
村
予
定

　
８
月
21
日(

土)

自
然
体
験
活
動(

創
造

力
育
成
＋
山
体
験)

／
９
月
15
日(

水)

キ
ュ
リ
オ
ス
ク
ー
ル
初
日
（
以
降
毎
週

水
曜
実
施
）

ひ
と
づ
く
り
＋
も
の
づ
く
り
＋
仕
事
づ
く
り
＝
む
ら
づ
く
り

ひ
と
づ
く
り
＋
も
の
づ
く
り
＋
仕
事
づ
く
り
＝
む
ら
づ
く
り

一
般
社
団
法
人
む
ら
づ
く
り
新
庄
村
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７
月
の
活
動

13
日
　
ふ
れ
あ
い
花
壇
草
取
作
業

　
　
　
　
　
（
女
性
部
　
５
名
）

16
日
　
公
民
館
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
ゴ
ル
フ
大
会
　
（
26
名
）

27
日
　
老
連
会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー

　
　
　
ル
大
会
　
　
　
（
13
名
）

29
日
　
高
齢
者
地
域
リ
ー
ダ
ー
研

　
　
　
修
会
　
（
津
山
市
３
名
）

女
性
部
の
活
動

　
女
性
部
役
員
は
今
年
度
は
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
前
花
壇
の
草
取
り
を
年

間
２
回
計
画
し
て
お
り
、
そ
の
第
１

回
目
を
７
月
13
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
で
情
報

交
換
を
行
い
な
が
ら
、
約
２
時
間
作

業
に
励
み
ま
し
た
。

　
尚
、
保
育
園
児
と
の
交
流
は
今
年

度
も
中
止
、
ま
た
、
多
目
的
広
場
前

花
壇
で
の
緑
と
花
い
っ
ぱ
い
運
動
は
、

令
和
３
年
度
は
老
人
ク
ラ
ブ
有
志
で

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
雨
天
に
よ
り
実
施
日
を
延
期
し
て

い
た
老
連
会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
を
、
７
月
27
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
近
年
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好
者
は
減

少
傾
向
で
す
が
、
こ
の
大
会
参
加
者

は
少
し
ず
つ
増
加
し
て
お
り
、
今
年

度
は
13
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

生
ま
れ
て
初
め
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を

す
る
と
言
わ
れ
る
方
も
あ
り
、
和
気

あ
い
あ
い
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
有
意
義
な
大
会
と
な
り
ま
し

た
。

９
月
の
活
動
予
定

24
日
　
美
作
地
区
親
睦
ゲ
ー
ト
ボ

　
　
　
ー
ル
大
会
　
（
鏡
野
町
）

29
日
　
真
庭
地
域
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
真
庭
市
）

　
令
和
３
年
８
月
３
日
（
火
）
に
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
・
さ
く
ら
の
里
合
同
で

納
涼
祭
を
行
い
、
利
用
者
様
三
十
名

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
対
策
を

徹
底
し
た
上
で
、
新
庄
保
育
園
の
園

児
も
来
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
可

愛
い
歌
と
踊
り
を
元
気
い
っ
ぱ
い
披

露
し
て
く
れ
た
お
礼
に
、
職
員
に
よ

る
七
夕
劇
を
見
て
も
ら
い
、
園
児
達

と
七
夕
の
壁
飾
り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
交

換
し
ま
し
た
。

　
新
庄
の
夏
に
は
欠
か
せ
な
い
新
庄

盆
踊
り
も
、
本
格
的
に
太
鼓
を
叩
い

て
「
東
」
を
踊
り
ま
し
た
。
自
然
と

皆
さ
ん
ト
ン
カ
コ
カ
と
踊
っ
て
い
ま

し
た
。

　
今
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

ま
さ
に
開
催
中
で
あ
り
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
ち
な
ん
だ
対
抗
ゲ
ー
ム
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
各
チ
ー
ム
金
メ

ダ
ル
獲
得
を
目
指
し
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り

を
し
た
り
、
ペ
タ
ン
ク
で
対
戦
し
ま

し
た
。「
東
京
五
輪
音
頭
二
〇
二
〇
」

も
浴
衣
姿
の
踊
り
子
達
が
踊
り
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
気
分
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
歌
謡
シ
ョ
ー
で
は
「
麦
畑
」
の
役

者
達
に
大
笑
い
で
し
た
。

　
今
年
は
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と

し
て
、
新
庄
村
内
科
診
療
所
の
大
槻

剛
巳
先
生
に
来
て
い
た
だ
き
、
ピ
ア

ノ
弾
き
語
り
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
先
生
の
歌
声

と
ピ
ア
ノ
の
音
色

に
利
用
者
と
職
員

は
、
驚
き
と
感
動

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

先
生
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
利
用

者
様
の
笑
顔
と
笑

い
声
の
響
き
渡
る

イ
ベ
ン
ト
が
開
催

出
来
た
こ
と
に
感

謝
し
、
ま
す
ま
す

利
用
者
様
が
元
気

に
な
る
活
動
を
計

画
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
納
涼
祭

社
協
だ
よ
り
理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

　
社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
5
6‐2
0
0
1



再生紙を使用しています

中学校だより中学校だより中学校だより

　７月５日（月）、真庭警察署生活安全課の方を講師にお迎えして、スマホやネットの安全な
利用について教えていただきました。
　今年度も、全校児童生徒を対象に、１年生から４年生まで、５年生から中学生までの２つの
グループに分かれて実施しました。
　スマホやネットは便利な一方、いじめや犯罪被害、個人情報の流出などといった危険な面も
あります。利用の仕方によっては、子どもたちが犯罪の被害者や加害者になってしまうことも
考えられます。
　そこで、「家庭でのルール作り」が大切になってきます。使用時間、フィルタリング、料金
について、トラブルかなと感じたときの対処などをあらかじめ話し合っておくことが必要です。
　インターネットは世界中とつながっており、一度出てしまった情報を消すことは困難です。
自他を大切にすることやルールを守ることなど、多くのことを学習することができました。

（新庄小学校　熊谷）
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小学校だより小学校だより小学校だより

美作地区総体美作地区総体

ネットモラル教室
　～心と命の教育活動～
ネットモラル教室
　～心と命の教育活動～

　７月２日（金）・３日（土）に美作地区総体が行われました。
本校からはソフトテニス・バドミントン・卓球の３種目に出
場しました。
　３年生にとっては、県大会出場を目指す最後の大会で、県
大会に出場できなければ引退となります。生徒たちは日頃の
練習の成果を発揮して、最後まで全力で頑張ることができま
した。結果は、バドミントン部から２名、卓球部から２名が
県大会への出場権を得ることができました。ソフトテニス部
は県大会へ出場することはできませんでしたが、３年生ペア
が公式戦初勝利をあげ健闘しました。
　７月１７日（土）・１８日（日）・２７日（火）に行われた
県大会でも、最後まであきらめることなく試合ができました。
この大会をもって３年生は引退し、１・２年生が新チームで
９月の真庭支部秋季総体、そして１０月の美作地区予選会を
経て、１１月の県秋季大会出場を目指していきます。

（新庄中学校　小川）


